
　現在、遠野市立図書館１階ホワイエにおいて、

遠野市史写真展を開催しています。

　『新編遠野市史 現代編』の制作過程で収集し

た、昭和 40 年代から平成までの写真 21 点を

展示しています。懐かしの遠野の街並みや建物、

行事の写真に、職員も「そういえばこうだった」

「こんなこともあったね」と思い出話をしなが

ら展示作業をしていました。

　今回の写真展は、遠野市立図書館の企画展「歴

史の本」と同時開催です。『新編遠野市史 現代

編』をはじめとする遠野市の歴史を紹介した本

はもちろん、日本史、世界史、子供向けに昭和

の暮らしを紹介した本など、さまざまな本を取

り揃えています。
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第３回原始・古代・考古グループ会議を開催しました

遠野市史写真展を開催しています

「遠野市史写真展」

　９月２日 ( 水 ) に第３回原始・古代・考古グルー

プ会議を開催しました。

　現在、遠野市史編さん原始・古代・中世部会

では、令和５年度の「資料編」発刊に向け、構

成の検討や調査、執筆を行っています。

　今回は部会委員のうち考古グループの委員５

名が集まり、「資料編」に掲載する城館遺跡や、

空撮する遺跡について協議を行いました。今回

の会議では、金取遺跡や綾織新田遺跡はもちろ

ん、発掘調査が実施されている遺跡を中心に、

「資料編」に掲載する遺跡がおおむね決定され

ました。今後は委員各自が担当する遺跡の執筆

を進めていくことになります。

９月９日 ( 水 ) ～ 10 月４日 ( 日 )

午前９時～午後５時

遠野市立図書館１階ホワイエ

※毎週月曜日と月末日は休館日です

お知らせ

部会の窓

▲会議の様子

▲写真展の様子

▲『新編遠野市史 現代編』はもちろん、『遠野市史』『宮守村誌』 
　もお目見え　（閲覧のみ可能です）

市史編さん室では、古い時代の資料や館跡を調査しています。

古文書や古写真をお持ちの方は、ぜひ市史編さん室までご連絡ください。
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資料紹介 遠野風俗　盆之墓詣

　「遠野風俗　盆之墓詣」は、大正 13 年（1924）

に鈴
すず

木
き

重
しげ

男
お

によって書かれた資料です。当時、

盆に親戚や知人の墓参りをした際には、墓石

に名刺を貼り付ける風習があり、特に名士の

墓は「遠くから望むと白い鱗
うろこ

のようで甲冑の

しころをつけたように」見えたと書かれてい

ます。墓参したのが誰かを知らせる意図があっ

たと考えられますが、「商人風の３人」が「あ

とは張るところはないか」と言っているよう

に宣伝の意味もあったのかもしれません。

　この風習は、後年「名刺を置く」ように変

化し、 遠野では町方を中心に 20 年ほど前ま

で行われていたようです。一方、現在でもお

墓用の名刺受けが販売されており、お墓に名

刺をおくという風習が各地にあるようです。

　鈴木重男（1881 ～ 1939） は教職を勤めなが

ら郷土史の研究を行い、この資料を著した大

正 13 年、 遠野郷土館を開設して収集した資

料を公開するとともに、伊能嘉矩や佐々木喜

善らと共に遠野郷土研究会を創設しました。

　ちなみにこの年、鈴木家の墓に貼られた名

刺は、盆の３日間で 62 枚にのぼりました。

大正 13 年　鈴木重男著

とおのふうぞく

ぼんのはかまいり
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◀「遠野風俗　盆之
　墓詣」表紙

▼鈴木家の墓に貼ら
れ て い た 名 刺。 新 聞
記者や印刷所などの
名刺も見える。


